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市の一人口

（昭和58年4月1日現在）

50，245世帯（前月比500世帯増）

159，053人（前月比778人増）

79，318人

79，735人

世帯数
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一

市
議
会
議
員
選
挙
は
さ
る
十
四
日
に
告
示
さ
れ
激
し
い
選
挙
戦

が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
。
い
よ
い
よ
投
票
日
が
三
日
後
に
迫

り
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
は
、
宇
治
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
深

く
か
か
わ
る
選
挙
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
四
年
間
の
市
政
に
住

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
候

補
者
の
主
義
・
主
張
を
よ
ぐ
検
討
し
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

－－－－・・－－－－－－－－

投
票
時

間
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
笠

取
小
・
笠
取
第
二
小
の
第
1
7
・
1
8

投
四
厨
は
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ

て
い
季
子
。投
票
の
注

意
点

促
用
紙
に
は
、
謡
所
内
に

掲
示
し
て
あ
る
氏
名
掲
示
な
ど
を

見
て
正
確
に
氏
名
の
み
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。投
票
整

理
券

投
票
所
（
下
表
）
へ
は
、
認
ｔ

整
理
券
奮
嚢
ｙ
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
粉
失
さ
れ
た
り
、
忘
れ

て
投
票
所
へ
行
か
れ
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

投票所一覧
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宇治

労働

セツ

ルメ

ント

六

地

蔵

公

会

堂

小

倉

小

学

校

体
育

館

旦

椋

公

会

堂

笠取

第一一

小

学校

講堂

笠

取

小

学

校

講

堂

喜

撰

会

館

気

道

公

・民

分

館

宇

治

小

学

校

体
育

館

木

幡

保

育

所

遊
戯

室

広

野

公

民

分

館

開

公

民

分

館

伊勢

田
小

学校

体育

館

宇治

市小

介公

民館

会議

室

横

島

保

育

所

遊

戯
室

横

島

公

民

分

館

白

川

集

会

所

城

南

荘

槃

会

所

宇治

市職

員会

館大

会議

室

気
道

幼

稚

園

遊

戯
室

宇

治
中

学

校

体

育
館

川

東

集

会

所

投・票

所の

施・設

の名

宇治

里尻

71の

5

六地

蔵奈

良町

35の

10

小倉

町西

畑13

大

久

保

町

北

ノ

山

107

炭山

直谷

21

西笠

取石

原22

志津

川北

組7

の2

黄道

河原

7の

1

五

ヶ

庄一一一

番

割

27

木幡

東中

10の

2

広野

町西

裏94

の1

開町

44

伊勢

田町

井尻

3

小倉

町寺

内91

横島

町南

落合

17の

2

横島

町北

内24

の2

白川

姿婆

山16

の1

神明

宮東

88

宇治

下居

13の

1

宇

・タ宇治

矢落

64の

1

宇・／

所

在

地

ｆ11妙

楽

128

の

1

山東

内

21

の

乙

444342 41 403938 3736 353433 3231 302928 2726 2524 23 区分

木

幡

中

学

校

体
育
館

明

星

集

会

所

大

開

小
学

校

体

育
館

平

盛
小

学

校

体
育
館

西

小

倉

集

会

所

西宇

治中

学校

体育

館

横

島

小

学

校

体
育
館

北小

倉小

学校

体育

館

緑

ヶ

原

集

会

所

神

明

小

学

校

体
育
館

御蔵

山小

学校

体育

館

西小

含小

学
校

体育

館

南小

倉小

学
校

体育

館

青

少年

文化

研修

道場

第一一

道場

岡

屋

小

学

校

体
育
館

南

部

小

学

校

休
育
館

西大

久保

小学

校体

育館

木

幡

小

学

校

体
育

館

宇治

高等

学校

体育

館

束宇

治中

学校

体育

館

小

俘

幼

稚

園

遊
戯

室

大久

保小

学

校体

育館

投票

所の

施設

の名

木幡

内畑

34

明星

町1

丁目

9の

87

広野

町大

開35

大久

保町

平盛

91の

3

小倉

町南

堀池

52の

3

伊勢

田町

南山

21の

1

横島

町吹

前35

小倉

町堀

池72

広野

町新

成田

27

神明

石塚

32

木幡

御蔵

山39

の4

伊勢

田町

遊田

69

小倉

町胞

浦40

のｌ

五

ケ塵

－一番

割34

の15

五ヶ

庄寺

界道

37の

3

五

ヶ

庄

一一戸

ノ

内

15

の

1

大久

保町

日一椋

25

木幡

赤塚

44

気道

谷下

り
31

五ヶ

庄池

ノ
浦36

の1

小倉

町南

畑

池105

広野

町中

島
1

所

在

地

限
紅
投
票
が
で
笙
す
。
ご
遠
慮

な
く
堤
厨
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

（
－
高
市
選
挙
管
理
委
員
ら

ｆ・・Ｗ●Ｗ

間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
（
宇
治
市
域
）

国
鉄
奈
良
線
の
電
化
に
向
け
て
、
間
も
な
く
宇
治

市
を
含
む
長
池
駅
以
北
の
電
化
柱
新
設
工
事
や
、
木

幡
駅
で
の
変
電
所
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
事
に
伴
い
、
建
設
工
事
や
工
事
車
両
の
通
行

な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
私
た
ち
の
長
年
の
願
い
で
あ
り
ま
す
電
化
の
早

期
完
成
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲電化柱が準備されている新田駅構内

奈
良
線
沿
線
の
住
民
と
市
や
町
、

京
都
府
の
強
い
要
望
な
ど
に
よ
っ

て
、
奈
良
線
複
但
祖
計
画
も
大

々
＼
／
前
進
し
て
い
ま
す
。

国
鉄
で
は
、
宇
治
市
な
堡
只
都

府
南
部
の
四
市
十
町
一
村
で
構
成

す
る
京
都
府
南
部
地
域
国
鉄
線
等

整
備
促
進
協
議
会
か
ら
の
奈
良
線

の
複
線
電
化
の
働
章
か
け
を
受
け

る
中
で
、
五
土
八
年
九
月
に
奈
良

線
（
京
都
－
奈
良
間
）
の
全
線
四

一
・
七
’
Ｅ
な
ど
の
電
化
奮
励
。

昨
年
四
月
に
は
奈
良
線
の
単
線
電

化
が
認
可
さ
れ
’
ｔ
ｍ
工
事
へ
の

準
備
が
す
す
め
β
れ
て
浙
玉
し
た
。

五
十
七
年
度
は
、
城
陽
市
の
長

池
駅
以
南
地
域
の
電
化
柱
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
）
や
変
電
所
の
新
設

工
事
が
ほ
ぽ
完
了
。

近
ぐ
、
宇
治
市
を
含
む
長
池
駅

以
北
の
ｍ
工
事
が
着
工
す
る
は

こ
び
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
Ｑ
化
工
事
の
完
了

は
五
十
九
年
夏
の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

183

新府会議員きまる

の4氏に
池本・坂田

福山・山川

任
期
満
了
に
と
も
な
う
府
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
十
日
午
前
七

時
か
ら
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
宇
治
市
お
よ
び
久
御
山
町

の
選
挙
区
で
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
池
本
謙
作
さ
ん
、
坂
田
緑

郎
さ
ん
、
福
山
敏
夫
さ
ん
、
山
川
善
三
郎
さ
ん
の
四
氏
の
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
新
府
議

池
本
謙
作
（
5
6
歳
）

自
由
民
主
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

宇
治
市
小
倉
町
老
ノ
木
3

坂
田
緑
郎
（
5
0
歳
）

民
社
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、
宇

洽
市
菟
草
ハ
垣
内
5
3
の
1
1

福
山
敏
夫
（
5
1
歳
）

日
本
共
産
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

宇
治
市
大
久
保
町
平
盛
6
の
8
4

山
川
善
三
郎
（
6
0
歳
）

公
明
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、
宇

治
市
南
陵
町
三
丁
目
1
の
5
5

今
回
の
選
挙
は
、

四
議
席
を
五
人
の

候
補
者
が
争
つ
形

と
な
り
ま
し
た
が
い

朝
か
ら
絶
え
間
な

く
雨
が
降
り
続
き
、

ど
の
投
票
所
も
投

票
率
が
低
調
で
し
た
。
こ
の
た
め

五
十
四
年
四
月
の
府
議
選
に
比
べ

て
、
投
票
率
は
宇
治
市
分
で
〇
・

四
二
％
上
回
っ
た
も
の
の
、
五
三

・
五
七
％
に
と
μ
蛋
り
ま
し
た
。

当

一
二
、
六
〇
四
票

（
一
一
．
幻
‥
）
○
票
）

山
川
善
三
郎
＝
公
明
党

一
一
、
二
Ｉ
四
票

（
一
〇
、
〇
三
九
票
）

投
票
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
次
竜
．
五
郎
1
日
本
社
会
党

で
す
。
た
だ
し
、
（
）
内
は
宇
治

市
分
で
す
。
Ｉ
敬
称
略
－

当
池
本
謙
作
＝
自
由
民
主
党

一
四
、
六
七
一
〈
票

（
一
三
、
二
〇
四
票
）

当
坂
田
緑
郎
＝
民
社
党

一
三
、
九
一
七
票

（
一
二
、
一
五
七
票
）

当
福
山
敏
央
＝
日
本
共
産
党

七
、
三
〇
ぶ
ｙ

（
六
、
八
〇
五
票
）

▼
有
権
者
数

男
五
六
、
〇
五
三
人

（
五
〇
、
二
一
二
人
）

女
五
七
、
七
四
七
人

（
五
一
、
九
八
八
人
）

計
一
一
三
、
八
Ｑ
｝
人

（
一
〇
二
、
二
只
‥
）
人
）

府
議
選
の
開
票
風

景
（
四
月
十
日
、
宇

治
中
学
校
体
育
館
）

▼
投
票
者
数

男
三
〇
、
〇
二
一
人

（
二
七
、
一
二
七
人
）

女
三
〇
、
六
二
四
人

（
二
七
、
六
一
八
人
）

計
六
〇
、
六
四
五
人

（
五
四
、
七
四
五
人
）

▼
忿
票
率

五
三
・
二
九
％

（
五
三
・
五
七
§
）

4
月
2
4
日
は
市
議
選
投
票
日

奈
良
線
の
電
化
工
事
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家庭奉仕員

派
遣
対
象
を
拡
大

所
得
税
課
税
世
帯
や
臨
時
に
も

市
で
は
、
在
宅
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
家
庭

奉
仕
員
の
派
遣
対
象
を
四
月
か
ら

拡
大
1
ま
し
た
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
制
度
は
、

国民

健康保険

ね
た
昏
蒼
天
や
身
体
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
な
ど
の
た
め
、
日
常

忠
刄
嶽
む
の
に
支
障
の
あ
る
家

庭
に
、
家
庭
奉
仕
員
忿
旅
遣
し
、

具
犀
答
の
介
護
や
健
全
で
安
ら

生活の相談に応じる家庭奉仕員（独居老人宅で）

給付内容も改善

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
五
十

八
年
度
で
四
億
二
エ
〈
百
万
円
の

累
積
恋
ｆ
に
な
る
見
込
み
で
、
保

険
事
業
の
存
続
す
ら
難
し
い
状
況

で
す
。
そ
の
た
め
、
四
月
か
ら
保

険
料
率
を
九
弧
引
タ
エ
げ
る
な
ど

制
度
忿
収
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険

な
ど
の
被
用
者
保
険
に
加
入
で
き

な
い
自
営
業
者
や
中
小
業
者
の

従
事
者
、
年
金
所
得
者
な
ど
の
生

活
と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
保
険

と
し
て
大
切
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
財
政
基
盤
は
弱
ぐ
、
そ
の
う

え
宇
治
市
で
は
、
五
十
五
年
度
か

ら
毎
年
二
〇
り
前
後
の
医
療
費
の

急
上
昇
が
始
ま
ひ
、
五
土
ハ
、
五

十
七
年
度
血
変
と
な
り
ま
し
た
。

健
全
な
事
鵠
運
営
を
図
る
た
め
、

市
は
、
一
月
二
十
七
日
宇
治
市
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
夜
久

か
な
委
翠
世
む
こ
と
が
で
き
る

ぶ
つ
に
援
助
す
る
も
の
で
Ｋ

こ
の
制
度
は
、
昭
和
四
十
四
年
、

老
人
家
庭
に
派
敢
ず
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
四
土
八
年
に
は
心
身
障

害
児
家
庭
へ
、
四
十
八
年
に
は
身

体
障
害
者
家
庭
へ
と
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
、
拡
大
す
る
内
容
は
、
従

来
対
象
家
庭
か
所
得
税
非
課
税
世

帯
に
限
定
し
て

い
た
も
の
戦

所
得
税
課
税
世

帯
に
も
派
君
ず

る
こ
と
と
し
、

ま
た
介
護
者
が

病
気
な
ど
の
理

由
で
一
時
的
に

介
護
す
る
こ
と

が
で
参
な
ぐ
な

っ
た
場
合
の
臨

時
的
派
遣
に
つ

い
て
も
対
象
と

す
る
こ
と
に
し

家庭奉仕員派遣費用負担額表

ま
し
た
。

▽
派
遣
内
容
・
・
・
食
事
や
身
の
回
り

の
世
話
な
ど
の
家
事
・
介
護
、

牛
活
の
相
談
や
助
言
な
ぺ

▽
派
遣
対
象
・
・
・
家
族
が
介
護
Ｍ
：

え
な
い
状
況
に
あ
る
家
庭
。

▽
派
遣
時
間
・
・
・
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
の
間
。

▽
派
遣
回
数
…
派
遣
時
間
は
1
時

間
か
革
位
と
し
、
1
日
4
時
間

以
内
、
1
週
間
6
日
以
内
。
た

だ
し
、
。
1
週
間
当
た
り
延
べ
1
8

時
間
以
内
。

▽
費
用
・
：
左
表
の
と
お
り
。

▽
申
し
込
み
・
：
福
祉
事
務
所
福
祉

課
ま
刄

（
福
祉
課
）

利用世帯のＰＢ層区分
利用者負批釧

（1時間当たり）

Ａ 生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）Ｏ円

Ｂ 生活中心者が前年所得税非課税の世帯○

Ｃ
生計中心者の前年所件税課税
年頷が3万円未満の世帯

290

Ｄ
生計中心者の前年所得税課税
年額が3万円以上の世帯

580

全
宏
心
一
長
）
に
諮
問
。
そ
の
答
申
内

容
は
①
予
想
さ
れ
る
恋
孟
写
チ

べ
て
被
保
険
者
に
負
担
さ
せ
な
い

②
保
険
料
率
の
改
定
は
必
要
最
少

限
と
し
、
低
所
得
者
に
負
細
別
の

緩
和
を
図
る
③
国
や
府
の
補
助
金

の
増
額
ｍ
め
る
④
一
般
会
計
繰

入
金
の
増
額
夕
求
め
る
⑤
疾
病
予

防
活
動
の
充
実
か
始
め
と
し
た
医

療
費
の
適
正
化
な
ど
で
、
こ
れ
Ａ
ｆ
ｌ

ｍ
重
し
て
、
三
月
定
例
市
議
会

に
保
険
料
率
な
ど
の
改
定
案
ｍ

罵
三
月
二
十
八
日
可
決
さ
れ
、

四
月
か
ら
下
表
の
と
お
匯
保
険
料

潔
斎
改
定
す
る
と
と
も
に
諸
制
度

も
見
直
し
て
い
康
ｙ
。

低
い
改
定
率
に

押
さ
え
る

今
回
の
保
険
料
率
の
改
定
は
、

二
年
ぶ
り
の
も
の
で
あ
り
、
赤
字

額
す
べ
て
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

三
二
％
の
大
幅
な
保
険
料
率
の
引

を
か
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
不
況
の
中
で

市
民
忠
洒
に
与
え
る
影
響
は
非
常

に
大
き
い
と
考
え
、
五
十
七
年
度

ま
で
の
累
積
赤
字
見
込
額
二
億
九

千
七
百
万
円
は
保
留
し
、
五
十
八

年
度
の
み
の
単
年
度
赤
字
見
込
額

一
億
二
千
九
百
万
円
に
相
当
す
る

平
均
九
％
の
改
定
に
と
μ
｝
め
ま
し

た
。
ま
た
、
低
所
得
者
に
は
軽
減

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
般
会
計
繰
入
金
も
現
行
八
千
四

百
二
十
五
万
円
か
ら
元
千
三
百
五

十
万
円
に
増
額
し
、
国
や
府
へ
も

補
助
金
応
嶺
す
る
ぶ
っ
要
請
し

て
い
未
丁
。

一
方
、
諸
制
度
の
改
善
と
し
て

社
会
保
険
な
‥
ぐ
と
の
格
差
か
是
正

市
職
員
の
募
集

市
職
員
か
募
集
し
ま
す
。

○
建
築
技
師
…
昭
和
3
0
年
4
月
2

日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
晟
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

以
上
の
学
校
で
建
築
の
課
程
を

修
得
し
た
人
。
よ
。

○
自
動
車
運
転
職
・
・
・
昭
和
2
2
年
ｔ

月
2
日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生

次
れ
、
普
通
運
転
免
許
（
第
一

種
）
以
含
有
す
る
男
子
。
1

八

〇
保
育
所
調
理
職
…
昭
和
2
2
年
4

月
2
日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生

次
れ
た
女
子
。
人
。

▼
試
験
・
・
・
4
月
2
8
日
閑
、
午
前

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
職

員
会
館
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の
履

歴
書
に
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以

内
の
本
人
の
写
真
を
は
り
、
申
込

書
（
職
員
課
に
あ
り
）
貪
－
え
『

4
月
2
2
日
か
回
日
ま
で
に
職
員

課
へ
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は

行
い
ま
せ
ん
。
（
職
員
課
）

◇

す
る
た
め
、
葬
祭
費
を
五
万
円
に

増
額
す
る
ほ
か
半
日
人
間
ド
″
ク

補
助
制
度
の
定
数
を
二
百
Ｔ
ハ
に
増

員
す
る
な
芦
改
定
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
保
険
年
金
課
）

保険料率

1日 新

所得割 9－！ｌａ〕
（据置き）100

均等割 6，490円 8，900円

平等割 11，770円 16，000円

賦課限度頷 28万円 30万円

身
体
障
害
者
に

「
青
い
鳥
」
郵
便
は
が
き

郵
政
省
で
は
、
（
青
い
邑
郵

便
は
が
竟
四
十
円
）
欠
重
度
の

身
体
障
害
者
一
人
に
つ
き
二
十
枚

を
無
料
で
配
布
1
ま
す
。

対
象
は
、
身
障
手
帳
一
級
・
二

級
の
4
体
障
害
者
で
、
昭
和
五
十

八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
1
ヨ
ハ

歳
以
上
の
人
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
の
う

え
、
近
ぐ
の
郵
便
局
に
身
体
障
害

者
壬
賢
良
示
し
、
所
定
の
用
紙

で
申
請
し
て
ｆ
だ
さ
い
。
代
翠
人

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

用
紙
は
郵
便
局
や
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
郵
便
に
よ
る
申
請
も

で
孝
ま
す
。
（
福
祉
課
）

◇

第
2
回

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

「
障
害
者
福
祉
都
市
」
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
教
室
を
閣
茫
乎
。

▼
日
程
、
場
所
、
内
容
・
・
・
左
表

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
者
▼
定
員
・
・
・

4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

社
会
福
祉
協
議
心
一
ボ
ラ
ン
テ
″
ア

バ
ン
ク
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
。

（
福
祉
課
）

◇
゛

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

（
菟
道
・
明
星
町
地
域
）
▼
と

き
・
・
・
4
月
2
7
ｍ
ｇ
’
午
後
7
時
半

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三
室
戸
集
会
所

（
棋
島
町
地
域
）
▼
と
き
・
：
4
月

2
8
日
内
午
後
7
時
半
か
ら
▼
と

こ
ろ
・
：
宇
治
市
農
協
槙
島
支
后
。

（
企
回
課
）

◇

少
年
野
球

中
学
生
団
員
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
少
年
野
球

中
学
生
の
部
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

団
員
夕
寡
集
Ｌ
歪
す
。

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
学
の
中
学
生

▼
申
し
込
み
…
市
民
体
育
課
。

吊
民
体
育
課
）

◇

高
齢
者

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
大
久

保
小
学
校
▼
内
容
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
健
康
体
操
▼
参
加
希
望
者
は

直
接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

◇

儀
式
作
法
教
室

▼
と
き
・
：
5
月
1
2
日
｝
Ｔ
限
月

9
日
出
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
5

回
、
午
後
1
時
半
Ａ
時
半
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
。
ル
メ
ン
ト

▼
内
容
…
虫
得
竟
回
の
礼
儀

作
法
②
贈
る
ｙ
心
と
作
法
、
し
き
た

り
▼
講
師
・
・
・
岩
上
力
さ
ん
▼
定
員

・
・
5
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
申
し

込
み
・
・
・
ｚ
男
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

▼
注
意
・
・
・
ノ
ー
ト
と
筆
記
用
具
持

参
の
こ
と
。
（
交
通
労
政
課
）

◇

交
通
遺
児
奨
学
金

京
都
府
で
は
、
交
通
遺
児
奨
学

金
の
申
請
か
受
け
付
け
て
い
ま
Ｋ

▼
対
象
・
・
・
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
在
学
中
の
交
通
遺
児

▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
小
学
生
一

万
二
千
円
、
中
学
生
二
万
四
千
円
、

高
校
生
三
亙
八
千
円
▼
申
し
込
み

と
問
ｋ
Ｓ
せ
・
・
・
4
月
3
0
ｍ
Ｓ
ま

で
に
、
交
通
労
政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

◇

今
月
は
軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税
の
納
期

四
月
は
、
軽
自
動
車
税
と
固
定

資
産
税
第
一
期
分
の
納
期
月
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
、

お
4
ぐ
の
金
融
機
関
で
お
納
め
＼
／

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

［
訂
正
］
▼
市
政
だ
よ
り
四
月
一
日
号
の
四
囲
「
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
中
で
、
二
十
七
日
の
移
動
市
民
相
談
の
時
間
が
「
1
0
時
～
1
5
時
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
『
1
3
時
半
ド
1
6
～
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

市民ボランティア教室の日程

日崔 内容 会場

1

5月7日午前10：00

～正午

人間にとって「障害」とは何だ

ろう講ｍｉｆ上芳彦さん
総合福祉会館

2
5月14日午前10：00

～正午

障害児の発達と遊びｍ

師ＪＳ静一一さん
総合福祉会館

3 未定 ボランティア実ｍｉ「作物の植え付け」宇治共同作業所

4

6月4日午前10：00

～正午

ディスカッション「共に生きられる街とは」

助言者杉本一義さん

総合福祉会館

5

6月ｍ日

午ｍｏ：00～正午
障害者履用の現状と問題

講師■＞；沢馨さん
総合福祉会館

6
6月ｉ8日午前10：00

～正午

障害をのり越えて
講師柴僑悦子さん

総合福祉会館

7
6）ｉ29日午前ｌＯ：ＯＯ

～正午

施設見学「障害者と杜会進出」現地

8
7月9日午前ｌＯ：ＯＯ

～正午

ディスカ■／ション「障害児者の家族、そしてｍ社会」

助言者井ｎ勉さん

総合福祉会館

9
7月23日午前ｌＯ：00

～正午

障害者福祉と行政の役割講師未定総合柚祉会館

10 未定 ボランティア実ＩＳ2「作物の収檀」宇治共同作業所

11 未定
ボランティア実践3（自由参111）

「ゅく夏を惜しむ」
宇治共同作業所

12
8月27日午ｉＴｌｉｏ：00

～正午

ディスカ■・／ション「はじめよう自立と

連帯の街づくり」

総合福祉会館

6
3
年
京
都
国
体

テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

京
都
府
で
は
、
6
3
年
京
都
国

体
に
4
只
Ｕ
い
「
テ
ー
マ
」

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
か
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
作
品
の
内
容
・
・
・
テ
ー
マ
＝

愛
称
と
し
て
親
し
め
る
も
の
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
太
言
葉
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
▼
5
募
方
法
・
・
・
①

は
が
き
に
「
テ
ー
マ
」
ま
た
は

ベ
ズ
ロ
ー
ガ
ン
」
の
い
ず
れ
か

Ｌ
点
を
書
き
、
簡
単
な
説
明
を

つ
け
る
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

近
畿
青
年
洋
上
大
学

参
加
者
の
募
集

京
都
府
で
は
、
第
四
回
近
畿

青
年
洋
上
大
学
の
参
加
者
か
募

集
し
て
い
ま
ず
。

こ
の
洋
上
大
学
は
中
国
青
年

と
の
交
歓
か
通
じ
て
友
好
親
善

を
深
め
、
国
際
的
視
野
か
ら
、

。
ふ
る
さ
と
近
畿
‘
夕
見
つ
め
、

新
し
い
文
化
圏
、
近
暁
つ
く
り

を
担
ラ
社
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

養
成
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
訪
問
地
…
中
華
人
民
共
和

性
別
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
、

電
話
連
絡
先
を
記
入
③
作
品
の

5
募
点
数
は
問
わ
な
い
が
、
自

作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
る
▼

応
募
先
と
問
い
合
幻
せ
・
・
・
〒
6
0
2

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町

西
入
、
京
都
府
庁
内
第
4
3
回
国

民
体
育
大
心
一
テ
ー
マ
ー
ス
ロ
ー

ガ
ン
係
（
き
0
7
5
1
4
5
1
－
8
1
1

Ｌ
内
線
2
2
4
2
）
▼
締
め
切

り
・
：
5
月
3
1
日
。
（
市
民
体
育
課
）

国
（
天
津
、
北
京
、
上
海
、
南

京
、
無
賜
）
▼
期
間
…
8
月
1
7

日
困
～
3
1
ｒ
ａ
ｇ
の
ｉ
Ｓ
ｍ
間
▼
募

集
人
員
・
・
・
8
0
人
（
京
都
府
）
▼

参
加
費
・
・
・
二
十
三
万
円
▼
5
募

資
格
・
：
日
本
国
籍
が
あ
り
、
府

内
に
在
住
し
、
満
2
0
歳
か
ら
3
0

歳
ま
で
の
勤
労
青
年
お
よ
び
学

生
で
、
現
在
青
少
年
団
体
活
動

を
行
っ
て
い
る
人
で
青
少
年
団

体
が
推
せ
ん
す
る
人
▼
申
七
込

み
・
・
・
4
月
3
0
Ｅ
ま
で
に
、
京
都

府
宇
治
地
方
振
興
局
民
生
課
か

宇
治
市
青
少
年
対
策
罵

（
青
少
年
対
策
室
）

五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
宇
治
市

公
民
館
・
宇
治
商
工
会
議
所
・
雲
吊
観

光
セ
ン
タ
ー
な
ど
Ｍ
Ｋ
場
に
し
で
開
か

れ
る
第
土
ハ
回
「
春
の
市
民
文
化
？

の
出
品
作
品
公
量
Ｉ
ま
す
。

▼
募
集
作
品
・
・
・
忠
化
、
写
真
、
書
道
、

短
歌
、
俳
句
、
キ
芸
な
ど
▼
申
し
込
み

・
・
・
4
月
1
8
日
～
2
7
日
の
間
に
、
市
教
育

委
員
会
の
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
心
一
事

務
局
ま
1
な
お
作
品
の
乖
八
は
5
月

2
日
午
後
3
時
～
6
時
ま
で
で
す
。
日

ご
ろ
の
作
品
か
ふ
る
っ
で
ご
応
募
ぐ
だ

さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）
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1
1
1
1
1
1
1
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